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Cisco UCS Directorのリリース 6.5 へのアップグレード

Cisco UCS Directorリリース 6.5 へのアップグレードの概要
Cisco UCS Directorリリース 6.5へのアップグレードプロセスは、システムにインストールされて
いるソフトウェアの現在のバージョンによって異なります。サポートされているアップグレード

パスの詳細については、Cisco UCS Directorリリース 6.5へのサポートされているアップグレード
パス, （1ページ）を参照してください。

Cisco UCS Directorリリース 6.5は、仮想マシン（VM）の 2つのディスクにインストールされま
す。1つのディスクは、オペレーティングシステムとCisco UCSDirectorアプリケーションをホス
トします。2番目のディスクは、Cisco UCS Directorデータベースをホストします。Cisco UCS
Directorリリース 6.5へのアップグレードに関する前提条件, （4ページ）を参照してください。

Cisco UCS Directorリリース 6.5 へのサポートされているアップグレー
ドパス

Cisco UCS Directorリリース 6.5へのサポートされているアップグレードパスは、以下のとおりで
す。

リリース 6.0(0.0) プラットフォームからのアップグレードパス

•リリース 6.0(1.2)からリリース 6.5(0.0)へ

•リリース 6.0(1.1)からリリース 6.5(0.0)へ

•リリース 6.0(1.0)からリリース 6.5(0.0)へ

•リリース 6.0(0.1)からリリース 6.5(0.0)へ

•リリース 6.0(0.0)からリリース 6.5(0.0)へ

リリース 5.5(x.x) プラットフォームからのアップグレードパス

リリース 5.5(x.x)からリリース 6.5(0.0)への直接アップグレードはサポートされていません。最初
に 6.0(x.x)リリースにアップグレードする必要があります。

•リリース 5.5(0.1)からリリース 6.0(x.x)へ、次にリース 6.5(0.0)へ
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•リリース 5.5(0.0)からリリース 6.0(x.x)へ、次にリース 6.5(0.0)へ

以前のリリースからのアップグレードパス

リリース 6.0(x.x)より前のバージョンからリリース 6.5(0.0)への直接アップグレードはサポートさ
れていません。次のいずれかのアップグレードパスを使用する必要があります。

•リリース5.4.xバージョンを使用しているユーザは、まずリリース5.5またはリリース5.5(0.1)
にアップグレードしてから、リリース 6.0(x.x)にアップグレードし、その後リリース 6.5(0.0)
にアップグレードします。

• 5.4バージョンより前のバージョンを使用しているユーザは、まず 5.4バージョンに移行して
から、リリース 5.5またはリリース 5.5(0.1)にアップグレードし、その後リリース 6.0(x.x)に
アップグレードして、リリース 6.5(0.0)にアップグレードします。

デジタル署名されたイメージ

Cisco UCS Directorイメージは、デジタル署名された ZIPファイルで配信されます。これらの署名
された ZIPファイルは、次のものを含むコンテナ ZIPファイルにラップされます。

•デジタル署名された ZIPファイル：Cisco UCSDirectorのインストールまたはアップグレード
イメージが含まれています。

•検証プログラム：証明書チェーンと署名を確認します。証明書チェーンの検証中に、プログ
ラムはシスコのSubCA証明書とルートCA証明書を使用してエンドエンティティ証明書の信
頼性を確認します。その後、認証されたエンドエンティティ証明書を使用して署名を確認し

ます。

•デジタル署名ファイル：インストールまたはアップグレード前に確認できる署名が含まれて
います。

•証明書ファイル：デジタル署名を確認できます。このシスコ署名 x.509エンドエンティティ
証明書には、署名の確認に使用できる公開キーが含まれています。この証明書は、http://
www.cisco.com/security/pki/certs/crcam2.cerに掲示された Ciscoルートにチェーンされていま
す。

• ReadMeファイル：デジタル署名された ZIPファイルを確認するために必要な情報と手順を
提供します。

イメージはオフラインで確認します。イメージを確認したら、Cisco UCS Directorインストールま
たはアップグレードを開始できます。

リリース6.5にアップグレードする場合、パッチのデジタル署名を手動で確認し、[パッチの適
用（Applypatch）]オプションを使用してアップグレードできます。デジタル署名されたイメー
ジの確認, （3ページ）を参照してください。

（注）
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デジタル署名されたイメージの確認の要件

CiscoUCSDirectorのデジタル署名されたイメージを確認する前に、ローカルマシンに次があるこ
とを確認します。

•検証プロセス中の https://www.cisco.comへの接続

• Python 2.7.4以降

• OpenSSL

デジタル署名されたイメージの確認

はじめる前に

Cisco.comから Cisco UCS Directorイメージをダウンロードします。

ステップ 1 Cisco.comからダウンロードしたファイルを解凍し、次のファイルが含まれていることを確認します。

• ReadMeファイル

•デジタル署名された ZIPファイル（CUCSD_6_5_0_0_65365_VMWARE_GA.zip、
CUCSD_6_5_0_0_65717_HYPERV_GA.zip、cucsd_patch_6_5_0_0_65365.zipなど）

•証明書ファイル（UUCS_GENERIC_IMAGE_SIGNING-CCO_RELEASE.cerなど）

•イメージ用に生成されたデジタル署名（CUCSD_6_5_0_0_65365_VMWARE_GA.zip.signature、
CUCSD_6_5_0_0_65717_HYPERV_GA.zip.signature、
cucsd_patch_6_5_0_0_65365.zip.signatureなど）

•署名検証プログラム（cisco_x509_verify_release.pyなど）

ステップ 2 ReadMeファイルの手順を確認します。
次の手順と ReadMeの手順に違いがある場合は、ReadMeの手順に従ってくださ
い。

（注）

ステップ 3 署名検証プログラムを実行します。

例：アップグレードパッチの署名の検証

python cisco_x509_verify_release.py -e UCS_GENERIC_IMAGE_SIGNING-CCO_RELEASE.cer
-i cucsd_patch_6_5_0_0_65365.zip -s cucsd_patch_6_5_0_0_65365.zip.signature -v dgst -sha512

例：VMware OVFインストールの署名の検証

python cisco_x509_verify_release.py -e UCS_GENERIC_IMAGE_SIGNING-CCO_RELEASE.cer
-i CUCSD_6_5_0_0_65365_VMWARE_GA.zip -s CUCSD_6_5_0_0_65365_VMWARE_GA.zip.signature -v dgst -sha512

例：Hyper-V VHDインストールの署名の検証

python cisco_x509_verify_release.py -e UCS_GENERIC_IMAGE_SIGNING-CCO_RELEASE.cer
-i CUCSD_6_5_0_0_65717_HYPERV_GA.zip -s CUCSD_6_5_0_0_65717_HYPERV_GA.zip.signature -v dgst -sha512

ステップ 4 出力を確認し、検証が成功したことを確認します。
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例：アップグレードの予想される出力

Downloading CA certificate from http://www.cisco.com/security/pki/certs/crcam2.cer ...
Successfully downloaded and verified crcam2.cer.
Downloading SubCA certificate from http://www.cisco.com/security/pki/certs/innerspace.cer ...
Successfully downloaded and verified innerspace.cer.
Successfully verified root, subca and end-entity certificate chain.
Successfully verified the signature of cucsd_patch_6_5_0_0_65365.zip using
UCS_GENERIC_IMAGE_SIGNING-CCO_RELEASE.cer

例：VMware OVFインストールの予想される出力

Downloading CA certificate from http://www.cisco.com/security/pki/certs/crcam2.cer ...
Successfully downloaded and verified crcam2.cer.
Downloading SubCA certificate from http://www.cisco.com/security/pki/certs/innerspace.cer ...
Successfully downloaded and verified innerspace.cer.
Successfully verified root, subca and end-entity certificate chain.
Successfully verified the signature of CUCSD_6_5_0_0_65365_VMWARE_GA.zip using
UCS_GENERIC_IMAGE_SIGNING-CCO_RELEASE.cer

例：Hyper-V VHDインストールの予想される出力

Downloading CA certificate from http://www.cisco.com/security/pki/certs/crcam2.cer ...
Successfully downloaded and verified crcam2.cer.
Downloading SubCA certificate from http://www.cisco.com/security/pki/certs/innerspace.cer ...
Successfully downloaded and verified innerspace.cer.
Successfully verified root, subca and end-entity certificate chain.
Successfully verified the signature of CUCSD_6_5_0_0_65717_HYPERV_GA.zip using
UCS_GENERIC_IMAGE_SIGNING-CCO_RELEASE.cer

次の作業

Cisco UCS Directorをインストールまたはアップグレードします。

Cisco UCS Director のアップグレード

Cisco UCS Directorリリース 6.5 へのアップグレードに関する前提条件
現在の Cisco UCS Directorソフトウェアをリリース 6.5にアップグレードする前に、次の前提条件
を満たします。

メンテナンス期間を計画する

リリース 6.5にアップグレードする場合、アップグレード中はすべての Cisco UCS Directorサービ
スを停止する必要があります。2～ 4時間のメンテナンス期間を計画することをお勧めします。
アップグレードする前、メンテナンス期間の長さはデータベースのサイズによって異なります。

Multi-Node設定の場合、ノードの一部を並行してアップグレードすることによって、メンテナン
ス期間を短縮できます。Multi-Node設定のリリース 6.5へのアップグレード, （8ページ）を参
照してください。
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Cisco UCS Directorリリース 6.5 をダウンロードし、署名されたイメージを確認する

Cisco UCS Directorリリース 6.5ソフトウェアパッチを http://www.cisco.comからダウンロードし、
デジタル署名されたイメージを確認します。デジタル署名されたイメージ, （2ページ）を参照
してください。

確認したリリース 6.5 ソフトウェアパッチをサーバに配置する

アップグレードのインストールに使用する FTPまたは HTTPのサーバにリリース 6.5ソフトウェ
アパッチを配置します。

カスタムスクリプトを分析し、互換性を確保する

既存のCiscoUCSDirectorリリース6.0(x.x)の展開にカスタムタスクが含まれている場合は、Custom
Task Script Analyzerをダウンロードして実行します。アナライザはタスクを実行せずに Cisco UCS
Directorデータベースのすべてのカスタムスクリプトを評価し、カスタムタスクの分析レポート
を出力します。

レポートが互換性の問題を示している場合は、アップグレードを完了する前にリリース6.0(x.x)シ
ステムでこれらの問題を解決します。カスタムタスクのアップグレード, （14ページ）を参照し
てください。

現在の Cisco UCS Director VM のスナップショットを作成する

アップグレードを開始する前に、現在の Cisco UCS Director VMのスナップショットを取得してお
くことをお勧めします。VMのスナップショットを取得する前に、サービスとOSがグレースフル
にシャットダウンされ、VMの電源がオフの状態であることを確認します。取得しておくと、FTP
サーバから既存の設定データベースをバックアップする必要はありません。

2 番目の仮想ディスクを Cisco UCS Director VM に追加する

Cisco UCS Directorリリース 6.5では、VMの 2番目のディスクにデータベースがインストールさ
れます。アップグレードを開始する前に、このディスクを作成することをお勧めします。最初に

ディスクを作成しない場合、作成を完了するまでアップグレードが停止されます。

スタンドアロン設定では、メインアプライアンスの VMに 2番目の仮想ディスクを追加します。
Cisco UCS Directorベアメタルエージェント VMに対して 2番目のディスクを追加する必要はあ
りません。

Multi-Node設定では、次のノードに 2番目の仮想ディスクを追加します。

•インベントリデータベースノード

•モニタリングデータベースノード

2番目のディスクを追加するには、ハイパーバイザマネージャで次の手順を実行します。

1 Cisco UCS Director VMの電源をオフにします。

2 最小要件を満たす VMに 2番目のディスクを追加します。データベースディスクの要件, （
6ページ）を参照してください。現在のデータベースのサイズがわからない場合は、ShellAdmin
で [パッチの適用（Apply patch）]を選択した後、アップグレードでその情報が表示されます。
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3 Cisco UCS Director VMの電源を入れます。

データベースディスクの要件

アップグレードする前に 2 番目の仮想ディスクを Cisco UCSDirector に追加する際に、ディスク
が次の要件を満たしていることを確認します。これらの要件は、VMwarevSphereまたはMicrosoft
Hyper-Vのいずれかでホストされる Cisco UCS Director VMに適用されます。

2番目のディスクの追加のみを行う必要があります。リリース6.5のアップグレードによって、
フォーマット、データベースのインストール、およびそのディスクのデータ転送が処理されま

す。

（注）

要件要素

2番目のディスクの推奨サイズは、現在のCisco
UCSDirectorデータベースのサイズの2倍です。

2番目のディスクの最小サイズは、現在のCisco
UCS Directorデータベースのサイズの 1.5倍で
す。2番目のディスクが最小値より小さい場合、
アップグレードは失敗します。

たとえば、現在のCiscoUCSDirectorデータベー
スのサイズが80GBの場合、データベースディ
スクは 160 GBにすることをお勧めします。最
小サイズは 120 GBです。

[サービスステータスの表示（Display Service
Status）]オプションを使用して、関連するすべ
てのデータベースとディスクのステータスを確

認できます。現在のデータベースのサイズがわ

からない場合、アップグレード手順で情報が提

供されます。

ディスクサイズ（Disk Size）

高性能データストア。

最適なパフォーマンスを実現するには、データ

ストアは読み書き両方の操作について 1,200以
上の最小IOPSをサポートする必要があります。
データストアが遅い場合、CiscoUCSDirectorの
パフォーマンスに直接影響します。

データストア

シリアル接続された SCSI（SAS）ディスクディスクの種類

シックプロビジョニング（LazyZeroed）フォー
マット

ディスクの書式設定
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Single Node 設定のリリース 6.5 へのアップグレード

はじめる前に

Cisco UCS Directorリリース 6.5へのアップグレードに関する前提条件, （4ページ）のすべての
前提条件を満たす必要があります。

ステップ 1 Cisco UCS Director ShellAdminにログインします。
ステップ 2 すべてのサービスが実行されていることを確認するには、[サービスのステータスを表示（Display services

status）] を選択します。
アップグレード手順を開始する前に、すべてのサービスが実行されている必要があります。必要に応じ

て、[サービスの開始（Start services）]を選択してから、すべてのサービスが実行されていることを確認し
ます。

ステップ 3 Cisco UCSDirectorをリリース 6.5にアップグレードするには、[パッチの適用（Apply patch）] を選択しま
す。

ステップ 4 「パッチを適用する前にサービスを停止します。続行しますか [y/n]。（Serviceswill be stoppedbefore applying
patch. Do you want to continue [y/n]?）」で、yを入力します。
すべてのサービスが停止すると、アップグレードが続行されます。

ステップ 5 「パッチを適用する前にデータベースのバックアップを作成しますか [y/n]。（Do you want to take database
backup before applying patch [y/n]?）」プロンプトで、次のいずれかを入力します。

• y：Cisco UCS Directorデータベースのバックアップを作成する場合。

• n：開始する前に VMのスナップショットを作成しており、追加のバックアップを作成しない場合。

ステップ 6 パッチの URLを入力するよう求められた場合は、リリース 6.5パッチの場所を入力し、Enterを押しま
す。

たとえば、パッチファイルを FTPサーバに保存した場合は、次のように入力します。
ftp://username:password@hostname|IP_address/software_location_and_name

ステップ 7 パッチファイルが Cisco UCS Director VMにダウンロードされるまで待ちます。
アップグレードの前に2番目のディスクを追加していないためにダウンロード後にパッチのインストール
が失敗した場合は、ハイパーバイザマネージャで次の手順を実行します。

1 Cisco UCS Director VMの電源をオフにします。

2 最小要件を満たす VMに 2番目のディスクを追加します。データベースディスクの要件, （6ペー
ジ）を参照してください。現在のデータベースのサイズがわからない場合、アップグレードメッセー

ジで情報が提供されます。

3 Cisco UCS Director VMの電源を入れます。

2番目のディスクを追加したら、このアップグレード手順をステップ 1から繰り返します。
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ステップ 8 パッチアップグレードが完了するまで待ちます。

アップグレードプロセスでは、以下を含む追加の手順が実行されます。

•パッチファイルの解凍。

•リリース 6.5ファイルのインストール。

• 2番目のデータベースディスクのフォーマット。

•既存のデータベースの新しいディスクへのコピー。

•データベーススキーマの初期化。

• Cisco UCS Directorアプライアンスのリブート。Cisco UCS Directorサービスが自動的に開始します。

データベースのサイズによっては、アップグレードプロセスの完了に数分かかることがあります。

すべてのCiscoUCSDirectorサービスが開始し、CiscoUCSDirectorが利用可能になり、ログイン
画面が表示されて管理者がCiscoUCSDirectorにログインできるようになるまでは、パッチプロ
セスは完了または成功しません。

追加パッチの適用、データベースのバックアップ、バックアップからのデータベースの復元な

ど、すべての Cisco UCS Directorサービスは他の ShellAdminプロシージャを実行する前に開始
されている必要があります。

（注）

ステップ 9 アップグレードが完了したら、Cisco UCSDirector ShellAdminのバージョンとビルドがCisco.comからダウ
ンロードしたパッチのバージョンとビルドと一致することを確認します。

バージョンとビルドは次の場所で確認できます。

•シェルメニューのタイトルの下

• ShellAdminの [バージョンの表示（Show Version）]オプション

Multi-Node 設定のリリース 6.5 へのアップグレード

はじめる前に

Cisco UCS Directorリリース 6.5へのアップグレードに関する前提条件, （4ページ）のすべての
前提条件を満たす必要があります。

ステップ 1 プライマリノードとすべてのサービスノードで Cisco UCS Director ShellAdminにログインします。
ステップ 2 プライマリノードとすべてのサービスノードですべてのサービスが実行されていることを確認するには、

[サービスのステータスを表示（Display services status）]を選択します。
アップグレード手順を開始する前に、すべてのサービスが実行されている必要があります。必要に応じ

て、[サービスの開始（Start services）]を選択してから、すべてのサービスが実行されていることを確認し
ます。
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ステップ 3 プライマリノードとすべてのサービスノードで [サービスの停止（Stop services）]を選択し、ノードのす
べてのサービスが停止したことを確認します。

インベントリデータベースノードとモニタリングデータベースノードをアップグレードする前に、プラ

イマリノードとサービスノードですべてのサービスが停止していることを確認します。

ステップ 4 インベントリデータベースノードとモニタリングデータベースノードの ShellAdminで [パッチの適用
（Apply patch）] を選択して、ノードをリリース 6.5にアップグレードします。

ステップ 5 「パッチを適用する前にサービスを停止します。続行しますか [y/n]。（Serviceswill be stoppedbefore applying
patch. Do you want to continue [y/n]?）」で、yを入力します。
データベースノードですべてのサービスが停止すると、アップグレードが続行されます。

ステップ 6 「パッチを適用する前にデータベースのバックアップを作成しますか [y/n]。（Do you want to take database
backup before applying patch [y/n]?）」プロンプトで、次のいずれかを入力します。

• y：Cisco UCS Directorデータベースのバックアップを作成する場合。

• n：開始する前に VMのスナップショットを作成した場合。

ステップ 7 パッチの URLを入力するよう求められた場合は、リリース 6.5パッチの場所を入力し、Enterを押しま
す。

たとえば、ソフトウェアパッチを FTPサーバに保存した場合は、次のように入力します。
ftp://username:password@hostname|IP_address/software_location_and_name

ステップ 8 パッチが Cisco UCS Director VMにダウンロードされるまで待ちます。
インベントリデータベースノードとモニタリングデータベースノードに 2番目のデータベースディスク
を追加していないためにダウンロード後にパッチのインストールが失敗した場合は、ハイパーバイザマ

ネージャで次の手順を実行します。

1 Cisco UCS Director VMの電源をオフにします。

2 最小要件を満たす VMに 2番目のディスクを追加します。データベースディスクの要件, （6ペー
ジ）を参照してください。現在のデータベースのサイズがわからない場合、アップグレードメッセー

ジで情報が提供されます。

3 Cisco UCS Director VMの電源を入れます。

データベースディスクを追加したら、このアップグレード手順をステップ 1から繰り返します。

ステップ 9 パッチアップグレードが完了するまで待ちます。

アップグレードプロセスでは、以下を含む多くの手順が実行されます。

•パッチファイルの解凍。

•リリース 6.5ファイルのインストール。

• 2番目のデータベースディスクのフォーマット。

•既存のデータベースの新しいディスクへのコピー。

•データベーススキーマの初期化。
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• Cisco UCS Directorアプライアンスのリブート。Cisco UCS Directorサービスが自動的に開始します。

データベースのサイズによっては、アップグレードプロセスの完了に数分かかることがあります。

ステップ 10 ShellAdminで、[サービスのステータスを表示（Display services status）]を選択し、モニタリングデータ
ベースノードとインベントリデータベースノードですべてのデータベースサービスが開始していること

を確認します。

必要に応じて、[データベースの起動（Start Database）]オプションを選択して、データベースノードで
サービスを開始できます。

ステップ 11 上記の手順で説明したように、[パッチの適用（Apply patch）]オプションを使用してサービスノードを
アップグレードします。

ステップ 12 上記の手順で説明したように、[パッチの適用（Apply patch）]オプションを使用してプライマリノードを
アップグレードします。

すべてのCiscoUCSDirectorサービスが開始し、CiscoUCSDirectorが利用可能になり、ログイン
画面が表示されて管理者ユーザがCisco UCS Directorにログインできるようになるまでは、パッ
チプロセスは完了または成功しません。

追加パッチの適用、データベースのバックアップ、バックアップからのデータベースの復元な

ど、すべての Cisco UCS Directorサービスは他の ShellAdminプロシージャを実行する前に開始
されている必要があります。

（注）

ステップ 13 サービスノードとプライマリノードですべてのサービスが開始されていることを確認します。

ステップ 14 アップグレードが完了したら、すべてのノードで Cisco UCS Director ShellAdminのバージョンとビルドが
Cisco.comからダウンロードしたパッチのバージョンとビルドと一致することを確認します。
バージョンとビルドは次の場所で確認できます。

•シェルメニューのタイトルの下

• ShellAdminの [バージョンの表示（Show Version）]オプション

   Cisco UCS Director リリース 6.5 アップグレードガイド
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Cisco UCS Director Baremetal Agent のアップグレード

ベアメタルエージェントのリリース 6.5 へのアップグレード

はじめる前に

Cisco UCS Directorをリリース 6.5にアップグレードします。

ステップ 1 既存のベアメタルエージェントVMに対するベアメタルエージェントリリース 6.5パッチをダウンロー
ドします。

ステップ 2 後述するデフォルトの rootクレデンシャルまたはシステム用の rootクレデンシャルを使用して PuTTYま
たは他のセキュアシェル（SSH）クライアント経由でベアメタルエージェントコンソールにログインし
ます。
Username: root
Password: pxeboot

ステップ 3 /Opt/infraディレクトリに移動し、StopInfraAll.shを実行してサービスを停止します。

ステップ 4 パッチファイルを解凍します。

ステップ 5 解凍したファイルのディレクトリに移動します。
cd ucsd_bma_patch_6_5_0_0

ステップ 6 ./applyPatch.shを実行して、ベアメタルエージェントにパッチを適用します。

ステップ 7 インストールが完了するまで待ちます。

ステップ 8 /opt/infraディレクトリに移動します。

ステップ 9 ./showBMAVersion.shを実行して、ベアメタルエージェントの正しいバージョンがインストールされて
いることを確認します。

ステップ 10 startInfraAll.shを実行して、ベアメタルエージェントサービスを開始します。

ステップ 11 statusInfra.shを実行して、ベアメタルエージェントサービスのステータスを確認します。

ステップ 12 ベアメタルエージェントを 6.0.0.0から 6.5.0.0にアップグレードする場合は、アップグレードが完了する
まで待ちます。ベアメタルエージェントアプライアンスが起動したら、5分待ってからベアメタルエー
ジェントコンソールで次のコマンドを実行します。

setsebool -P samba_export_all_ro=1 samba_export_all_rw=1
find /opt/cnsaroot/templates/ -name "Win*" -exec ln -s '{}' /var/www/html/ \;

ステップ 13 ベアメタルエージェントを 6.0.1.0から 6.5.0.0にアップグレードする場合は、アップグレードが完了する
まで待ってからベアメタルエージェントアプライアンスをリブートします。ベアメタルエージェント

アプライアンスが起動したら、5分待ってからベアメタルエージェントコンソールで次のコマンドを実
行します。

setsebool -P samba_export_all_ro=1 samba_export_all_rw=1
find /opt/cnsaroot/templates/ -name "Win*" -exec ln -s '{}' /var/www/html/ \;
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ステップ 14 Cisco UCS Directorリリース 6.5にログインして、[管理（Administration）] > [物理アカウント（Physical
Accounts）] > [Bare Metal Agent]の順に選択します。

Cisco UCS Directorをリリース 6.5にアップグレードしていない場合
は、/opt/infra-bin/syncDbCredentialsToBMA.shを Cisco UCS Directorアプライアンスから実行す
る必要があります。

（注）

ステップ 15 アップグレードしたベアメタルエージェントのアカウントを選択します。
システムに複数のベアメタルエージェントインスタンスが存在する場合は、IPアドレスで正しいアカウ
ントを識別できます。

ステップ 16 ベアメタルエージェントアカウントがCiscoUCSDirectorから到達可能であることを確認してから、その
アカウントのサービスを停止して開始します。

Cisco UCS Director PowerShell Agent のアップグレード

Cisco UCS Director PowerShell Agent のダウンロード
Cisco UCS DirectorからネイティブWindowsマシンに PowerShell Agentのインストーラをダウン
ロードします。

ステップ 1 [管理（Administration）] > [仮想アカウント（Virtual Accounts）]を選択します。
ステップ 2 [PowerShellエージェント（PowerShell Agents）]をクリックします。
ステップ 3 [インストーラのダウンロード（Download Installer）]をクリックします。
ステップ 4 [エージェントインストーラをダウンロードします（Download Agent Installer）]ページでインストール要

件の一覧を確認します。PowerShell AgentをインストールするWindowsマシンでそれらが利用可能である
ことを確認します。

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。
PSASetup.exeファイルがネイティブWindowsマシンのデフォルトのダウンロードフォルダにダウン
ロードされます。

次の作業

Cisco UCS Director PowerShell AgentをWindowsマシンにインストールします。
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Cisco UCS Director PowerShell Agent のインストール

Cisco UCS Directorの PowerShell Agentの現在のバージョンをWindowsマシンにインストール
しない場合、[PowerShellエージェント（PowerShell Agents）]タブの一部のタスクやオプショ
ンを利用できません。

（注）

はじめる前に

•このタスクを実行するには、システム管理者権限が必要です。

• WinRMを有効化します。

•ファイアウォールを設定します。

ステップ 1 必要に応じて、Cisco UCS Directorからダウンロードした PSASetup.exeファイルを対象のWindowsマ
シンにコピーします。

ステップ 2 PSASetup.exeファイルをダブルクリックします。

ステップ 3 [Cisco PSAサービス - InstallShieldウィザード（Cisco PSA Service - InstallShield Wizard）]画面で、[次へ
（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [プログラムをインストールする準備ができました（Ready to install the Program）]画面で、[インストール
（Install）]をクリックします。
インストール中は [Cisco PSAサービスをインストール中（Installing Cisco PSA Service）] 画面が表示され
ます。インストールが完了すると、「InstallShieldウィザードが完了しました（InstallShield Wizard
Completed）」というメッセージが表示されます。

ステップ 5 [終了（Finish）]をクリックします。
PowerShell Agentが C:\Program Files (x86)\Cisco Systems\Cisco PSA Serviceフォルダに
インストールされます。残りのドキュメントでは、このフォルダは %AGENT_INSTALL_FOLDER%として
参照されます。

ステップ 6 リソースモニタをチェックして、Cisco PSAサービスがWindowsマシン上で実行されていることを確認し
ます。
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Cisco UCS Director SDK のアップグレード

Cisco UCS Director Open Automation からリリース 6.5 へのアップグレード
次の手順では、Eclipse開発環境を使用していると仮定します。OpenAutomationプロジェクトに別
の開発環境を使用する場合は、その環境に適切な手順を実行します。

ステップ 1 Cisco UCS Director SDKバンドルリリース 6.5を Cisco.comからダウンロードします。
ステップ 2 Eclipseにプロジェクトをインポートします。
ステップ 3 Open Automationの実行を理解するために利用可能な例を実行します。これらの例は、

com.cisco.cuic.api.examplesにあります。

Cisco UCS Director REST API からリリース 6.5 へのアップグレード
次の手順では、Eclipse開発環境を使用していると仮定します。REST APIプロジェクトに別の開
発環境を使用する場合は、その環境に適切な手順を実行します。

ステップ 1 Cisco UCS Director SDKバンドルリリース 6.5を Cisco.comからダウンロードします。
ステップ 2 Eclipseにプロジェクトをインポートします。
ステップ 3 REST APIの実行を理解するために使用可能な例を実行します。CCOリンクから OAの ZIPファイルをダ

ウンロードし、ファイルを解凍して、Eclipseに OAの例をインポートできます。

カスタムタスクのアップグレード

Custom Task Script Analyzer
Custom Task Script Analyzerは、カスタムタスクに組み込まれている CloupiaScriptsのすべてのク
ラスとメソッドを分析し、CloupiaScriptで使用されているメソッドの完全な署名を提供します。
アナライザはタスクを実行せずに Cisco UCS Directorデータベースのすべてのカスタムスクリプ
トを評価し、分析レポートを出力します。

分析レポートには、カスタムタスクの状態（たとえば、Executedまたは Not executed）、カスタ
ムタスクで使用されるメソッドの一覧、および現在のバージョンのメソッドと互換性がないメ
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ソッドの一覧が含まれています。分析ファイルを使用して、アップグレードする前に、CloupiaScripts
の潜在的な互換性の欠如の問題を検出できます。

Custom Task Script Analyzerの設定
Custom Task Script Analyzerは、script-analyzer.tgzという名前の圧縮 tarファイルとして
Cisco UCS Directorに含まれます。

ステップ 1 シスコのソフトウェアダウンロードエリアから script-analyzer.tgzファイルをダウンロードしま
す。

ステップ 2 script-analyzer.tgz tarファイルを /optディレクトリにコピーします。
/opt以外の任意のディレクトリに tarファイルをコピーする場合は、tarファイルと生成される
レポートを保存するためのフォルダを同じディレクトリの下に作成してください。

（注）

ステップ 3 /optディレクトリの下にフォルダを作成します（例：csatool）。

ステップ 4 次のコマンドを使用して script-analyzer.tgz tarファイルを csatoolフォルダに解凍します。
[root@localhost opt]# tar -zxvf script-analyzer.tgz -C csatool

次のファイルが csatoolフォルダに解凍されます。

• dataフォルダ：このフォルダには、JSON形式の API定義ファイルが含まれています。Custom Task
Script Analyzerはこのファイルを使用して、現在のバージョンのメソッドと互換性がないメソッドを
識別します。

• jre1.8.0_121フォルダ

• libフォルダ

• analyzer_config.propertiesファイル

• run-analyzer.shファイル

• script-analyzer.jarファイル

ステップ 5 analyzer_config.propertiesファイルを編集して、次のプロパティを設定します。
# Path for the inframgr.jar file
inframgrJarPath=/opt/infra/inframgr/inframgr.jar
#Path for the lib directory where all dependencies could be found.
From Cisco UCS Director release 6.5,the libDirPath is /opt/infra/lib.
For releases prior to 6.5, the libDirPath is /opt/infra/inframgr.
libDirPath=/opt/infra/inframgr
# Path for the API definition file in the JSON format which is available in the data folder
inframgrJSONDefinitionPath=data/inframgr_6500.json
# Directory where the generated analysis report would be written
reportDirPath=output
# Directory for the JavaScript files. The JavaScript files containing the
CloupiaScripts are fetched using the --fetch-scripts command.
jsFileOrDirPath=javascripts
# JDBC connection URL
db.url=jdbc:mysql://localhost:3306/db_private_admin
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# Database user
db.username=root
# Database password
db.password=cloupia
# JDBC driver
db.driver=com.mysql.jdbc.Driver

これは Cisco UCS Directorリリース 6.5より前のバージョンでのみサポートされま
す。

（注）

ステップ 6 analyzer_config.propertiesファイルを保存して閉じます。

Custom Task Script Analyzerを使用したカスタムタスクの分析
端末から Cisco UCS Directorに接続して、端末から Custom Task Script Analyzerを実行できます。
Custom Task Script Analyzerを実行するために使用できるコマンドを表示するには、次のコマンド
を実行します。

[root@localhost csatool]# ./run-analyzer.sh --help

次のコマンドを使用できます。

• fetch-scripts：データベースからスクリプトを取得します。デフォルトでは、このオプション
は Trueに設定されています。

• file：処理する JavaScriptファイルのパスを指定します。

• help：コマンドラインメニューオプションを表示します。

ステップ 1 端末を開き、Cisco UCS Directorに接続します。
ステップ 2 すべてのカスタムタスクの分析レポートを生成するには、次のように --fetch-scriptsコマンドを使

用して Custom Task Script Analyzerを実行します。
[root@localhost csatool]# ./run-analyzer.sh --fetch-scripts

このコマンドを実行すると、次のものを取得します。

•カスタムタスクおよび Cloupiaスクリプトの実行ライブラリタスクで作成されたタスクのすべての
CloupiaScriptsの JavaScriptファイル。JavaScriptファイルは、対応するバイトコードテキストファイ
ルとともに、analyzer_config.propertiesファイルの jsFileOrDirPathキーで指定された
javascriptsフォルダに保存されます。

• analyzer_config.propertiesファイルの reportDirPathキーで指定されたoutputフォルダ内の
分析レポート。

デフォルトでは、これらのフォルダは/opt/csatool/、またはanalyzer_config.propertiesファ
イルで設定したいずれかのパスで作成されます。
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次の場合、javascriptsおよび outputフォルダ内のレポートには、末尾にタイムスタンプ
が付きます。

（注）

• --fetch-scriptsコマンドが複数回実行された場合。

• javascriptsフォルダと outputフォルダが csatoolフォルダにすでに存在し、これ
らのフォルダが空でない場合。

ステップ 3 javascriptsフォルダ内のすべての JavaScriptファイルの分析レポートを生成するには、次のように --file
コマンドを使用して Custom Task Script Analyzerを実行します。
[root@localhost csatool]# ./run-analyzer.sh --file javascripts

このコマンドは javascriptsフォルダ内のすべての JavaScriptsの分析レポートを生成し、
analyzer_config.propertiesファイルで設定された出力フォルダに分析レポートを保存します。

ステップ 4 javascriptsフォルダ内の 1つの JavaScriptファイルの分析レポートを生成するには、次のように --file
コマンドを使用して Custom Task Script Analyzerを実行します。
[root@localhost csatool]# ./run-analyzer.sh --file javascripts/Change_VM_Max_Boot_Wait_Time.js

ここで、Change_VM_Max_Boot_Wait_Time.jsは javascriptsフォルダ内の javascriptファイルです。こ
のコマンドはjavascriptsフォルダ内のChange_VM_Max_Boot_Wait_Time.jsの分析レポートを生成し、
analyzer_config.propertiesファイルで設定された出力フォルダに分析レポートを保存します。

分析レポートには、次の詳細情報が含まれます。

• taskLabel：Custom Task Script Analyzerによって分析されたカスタムタスクの名前。

• workflowList：カスタムタスクが使用されたワークフローの一覧。

• status：ExecutedまたはNot executed。workflowListのいずれかのワークフローが少なくとも 1
回実行された場合、ステータスは Executedとして表示されます。

• usedMethodsList：カスタムタスクで使用されるメソッドの一覧。

• incompatibleMethodsList：現在のバージョンのメソッドと互換性がないメソッドの一覧。

次に、分析レポートのサンプルを示します。
{

"taskLabel": "Change_VM_Max_Boot_Wait_Time",
"workflowList": [
"Provision_VM",
"UpdateVM"

],
"status": NotExecuted,
"usedMethodsList": [
"public static com.cloupia.service.cIM.inframgr.profiles.PrivateCloudSystemProfile

com.cloupia.service.cIM.inframgr.InfraPersistenceUtil.getPrivateCloudSystemProfile(java.lang.String)
throws java.lang.Exception",

"public int
com.cloupia.service.cIM.inframgr.profiles.PrivateCloudSystemProfile.getLinuxVMMaxBootTime()",

"public void
com.cloupia.service.cIM.inframgr.profiles.PrivateCloudSystemProfile.setWindowsVMMaxBootTime(int)",

"public static boolean
com.cloupia.service.cIM.inframgr.InfraPersistenceUtil.modifyPrivateCloudSystemProfile
(com.cloupia.service.cIM.inframgr.profiles.PrivateCloudSystemProfile) throws
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java.lang.Exception",
"public void

com.cloupia.service.cIM.inframgr.profiles.PrivateCloudSystemProfile.setLinuxVMMaxBootTime(int)"

],
"incompatibleMethodsList": [
"public static com.cloupia.service.cIM.inframgr.profiles.PrivateCloudSystemProfile

com.cloupia.service.cIM.inframgr.InfraPersistenceUtil.getPrivateCloudSystemProfile(java.lang.String)
throws java.lang.Exception",

"public void
com.cloupia.service.cIM.inframgr.profiles.PrivateCloudSystemProfile.setWindowsVMMaxBootTime(int)"

]
}
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